
互いの強みが合わさり
ROI視点のサービスが提供できる

渡辺 まず始めに、デジタルパレットは電

通グループのデジタル専門会社として、

2001年４月に設立しました。ウェブサイ

トや携帯サイト向けコンテンツの企画制

作、デジタル印刷の制作、そして情報セ

キュリティに関するコンサルティングビジ

ネスの３事業を手掛けてきました。

山本 一方、アール・ツー・イノベーショ

ン（以下、R2 i）は、マーケティングのデ

ジタル化を目指して2000年３月に創業し

ました。主要事業はデータベース・マーケ

ティングのコンサルティングやデジタルプ

ロモーションのシステム開発と運用で、４

期目まではセールスプロモーションのデジ

タル化への対応を中心に展開。５期目の

昨年は新たなるステージへの飛躍の時期

として、それまで培ってきたノウハウやソ

フトウェアを統合データベース・マーケテ

ィングのレベルに引き上げるため、経営資

源の大半を開発に集中投資しました。その

成果が、昨年末にリリースした最新の汎

用 システム「 Data Science¤ 3.1 for

Marketing」です。

渡辺 2次元コードやICチップ等、最新技

術を活用したメディアのデジタル化が進

んでいます。特に、インターネットやモバイ

ルといったデジタルメディアの台頭が消

費行動に大きな影響を与えており、企業

のマーケティング活動において、デジタル

メディアの重要性はますます高まっていく

でしょう。

また、最近は顧客視点に立った統合的

で効率的なマーケティング提案と同時に、

その効果を明確に検証する仕組みが求め

られるなど、企業の広告販促活動に対す

るニーズは、予算消化から“投資”へとい

う考えに変化してきています。

山本 企業ニーズにこたえるという意味

では、R2iの業務はシステムの開発と運用、

そして、それらを現実のマーケティングビ

ジネスにつなげるための戦略を立案すると

ころまで。コンテンツのプロデュースやク

リエイティブ、実際のマーケティング活動

に情報セキュリティ等を適応させるような

アプリケーションの提供は、できませんで

した。しかし、これからの時代はこれらが

すべてワンストップ・ソリューションとし

て一企業の中に整っていることが、クライ
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アントにとっては望ましいと考えました。

戦略的パートナーを探した結果、今回の合

併に至ったというわけです。

渡辺 マーケティングを取り巻く環境変化

ということでは、先ほど述べたデジタルメ

ディアの台頭に伴う消費行動の変化や企

業のマーケティングニーズの変化に加えて、

技術の開発・導入・運用コストの急速な低

下が挙げられます。かつてはデータベース

の構築・運用には多額の費用がかかりまし

たが、現在では逆にデジタル技術を効果的

に活用することにより、コスト削減という

観点からも、マーケティング活動の投資

効果（ROI）を高めることができます。

広告販促活動は投資であるとする企業

ニーズの変化は、マスメディアを中心とし

た認知の拡大や顧客獲得から、デジタルメ

ディアを活用したOne to Oneアプローチ

による顧客の維持・拡大に重点が移行し

つつあることを意味しています。新しい

ROI視点によるマーケティングニーズが生

まれ始めているといえるでしょう。

こうしたニーズに対応するためには、デ

ジタルパレットの強みである企画制作力や

情報セキュリティに関するノウハウと、

R2 iが持つデータベース開発能力との結合

が必要だったのです。

統合データベース活用で実現する
顧客起点のマーケティング

山本 合併によって、適切な情報セキュ

リティマネジメントシステムに基づくデー

タベースの構築・運用から、様々なマーケ

ティング施策の提案、そして実際にそれら

を効果的に展開するためのコンテンツの企

画・制作といった細やかな業務まで、ワン

ストップで安心感の高い効率的なサービス

が提供できます。

例えば、個人情報を適正に取り扱うこと

により、前回のキャンペーン時の顧客デー

タを次回のキャンペーンに利用するとい

った継続性のあるデータベース・マーケテ

ィングも可能となります。

また、複数の製品ブランドを持つ大手企

業へ向けたサービスとして、複数ブランド

のプロモーションを単一システム上で実施

し、統合データベースでデータを一元管

理することもできます。これまで単発で行

われてきたキャンペーンのデータを、時系

列やブランドといった切り口で統合し、一

元管理することが実現します。

渡辺 それは、統合された顧客データベ

ースを基にして、マスメディアやデジタル

メディアを含めた様々なメディアを、縦横

に活用することにつながるでしょう。一貫

したブランドマネジメントを展開する中で、

各々のユーザー層に対して最適な情報を、

最適なタイミングで提供する。その結果、

顧客ロイヤリティーが高まり、更にROIを

継続的に向上させる顧客起点のマーケテ

ィングが実現できるようになります。それ

が、新生デジタルパレットの目指す「デジ

タルクロスメディアマーケティング」です。

今後は長期的な顧客戦略に基づいたキャ

ンペーン展開の必要性が増していくと思いま

す。

山本 日本はインターネット大国で、特に

モバイル・インターネットに関しては現時

点で世界唯一の大実験場だと思っていま

す。このことはまた、日本が「デジタルク

ロスメディアマーケティング」の大実験場

でもあることを示しています。日本で大き

な成功事例を残し、それを背景にぜひ日

本発のビジネスモデルとして「デジタルク

ロスメディアマーケティング」を世界中に

発信していきたいですね。
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「今回の合併により、新生デジタルパレット

は次フェーズへ向かう」とその展望を語る、

代表取締役社長・渡辺竜介氏

「『デジタルクロスメディアマーケティ

ング』を、世界中に発信していきたい」

と意欲を見せる、取締役副社長・

山本一彦氏　
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デジタルコンテンツのプロデュース

会社として着実に実績を重ねてきたデ

ジタルパレットと、大規模なデータベ

ース・マーケティングのシステム開発

を得意とし、多くのデジタルキャンペ

ーンを手掛けてきたアール・ツー・イノ

ベーションが４月１日付けで合併し、

新生デジタルパレットが誕生した。同

社では、統合データベースを活用し、

一貫したブランドイメージの下で消費

者一人ひとりに適切な情報サービスを

提供する「デジタルクロスメディアマ

ーケティング」の実現を目指すという。

そこで、社長、副社長に就任する両氏

に、合併の目的や今後の展望を聞いた。
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